
1年間の活動報告と
ぼうさいこくたい2024参加報告

森田章一 轡田邦夫
（「手引き」制作分科会）

2024年度国際津波防災学会総会
日本大学理工学部駿河台校舎1号館2階会議室
2024年11月5日 15:40-16:00



今日のお話し

◎1年間の活動報告
「手引き」制作分科会の活動

手引き制作にかかわる懸案事項とその解決

◎ぼうさいこくたい2024 in 熊本 参加報告
・「ぼうさいこくたい」とは
・多数の出展形式紹介と今回の出展
・今回の分科会出展の成果



1. 1年間の活動記録

2023年11月13日に第1回「手引き」制作分科会（分科会通算第24回会合）
2024年1月15日に第2回「手引き」制作分科会（分科会通算第25回会合）
同年1月26日に「組織」のページに会則を掲載しました。
同年2月22日に第3回「手引き」制作分科会（分科会通算第26回会合）
同年3月29日に第4回「手引き」制作分科会（分科会通算第27回会合）
同年4月25日に第5回「手引き」制作分科会（分科会通算第28回会合）
同年6月27日に第6回「手引き」制作分科会（分科会通算第29回会合）
同年7月25日に第7回「手引き」制作分科会（分科会通算第30回会合）
同年9月13日に第8回「手引き」制作分科会（分科会通算第31回会合）
同年10月19～20日にぼうさいこくたい2024 in 熊本に参加

各分科会では、手引きの目次案の論議、会則制定、クラウドファンディングの
進め方検討、ぼうさいこくたい対応の諸議題について意見交換・論議が進めら
れた。



2. 会則制定の背景

・「手引き」制作のためには、資金の裏付けが必要。
・会員から、会費を徴収する事と決定。
・新規会員を募る場合も、現在の立ち位置である会則なしの「任意団体」では、信頼

性に乏しい。
・クラウドファンディングで寄付を募る際、会則もない団体では、信頼性に問題が生

じる。---寄付が集まらない可能性あり---
・会則を定め、入会・退会のルールや会費を明確にする必要が生じた。

⇒会則制定 HPに掲載。（1月）

・更に、大口の寄付を頂く場合には、「法人格」の団体であれば、寄付者が寄付控除
を申告出来るため、寄付を募り易い。

⇒将来、「法人化」に取り組む。



3.「地区住民による津波防災対策計画立案のための手引き」制作分科会 会則

抜粋版

（目的）
第3条 本会は、津波防災対策に関わる「地区住民による津波防災対策計画立案のための手引き」（以下、「手
引き」と呼ぶ）を制作する活動を行う事によって、地区住民が本会の成果物を参考にして、その地区の実情に合
わせた津波防災対策計画を立案する事に寄与する事を目的とする。

（会員）
第5条 本会の会員は以下の2種類とする。
⑴ 正会員：積極的に分科会の活動に参画する。
⑵ 賛助会員：分科会の活動を支援する。

（会費）
第7条 会員は、以下に定める会費を納入しなければならない。
⑴ 正会員 5,000円/年
⑵ 賛助会員 2,500円/年
会費の納入は、別に定める「手引き制作分科会口座情報」に則り、新年度1ヶ月以内に納入する。



（役員）
第9条 本会に次の役員を置く。
⑴ 幹事 2名
⑵ 相談役 1名
⑶ 世話役 若干名
⑷ 会計 1名
⑸ 監査役 1名
2 役員は、総会において会員の互選により選出する。
3 役員の任期は2年とする。但し再選を妨げない。

附則
１ この会則は、2023年11月1日から施行する。

組織構成
幹 事 ： 森田 章一、轡田 邦夫
世 話 役： 市川 洋、濵田英外
相 談 役： 増田光一

登録会員数（2023年9月22日現在） 15名



4. クラウドファンディング企画書（案）

抜粋版

1. プロジェクト名
地区住民による津波防災対策計画の立案をお手伝いする「手引き」の制作

2. 自己紹介
国際津波防災学会（2017 年11 月設立）に設けられた「地区住民による津波防災対策計画
立案のための手引き」制作分科会（略称：「手引き」制作分科会）です。
私たちは、4 年間の議論を経て取りまとめた制作方針を基に、「地区住民による津波防災対策計画立案の
ための手引き」を2025 年12 月までに完成することを目指しています。 以下略

3. プロジェクトの内容
・目標金額：100 万円
・目標金額の使途：
「手引き」原稿作成経費（原稿執筆料、イラスト作成料、編集会議会場・交通費、サーバ借料）
「手引き」PDF 版の作成・公開経費（完成原稿PDF 組版費、公開用ウェブサーバ借料）
「手引き」制作広報経費（「ぼうさいこくたい2024、2025」他のイベントへの出展経費・旅費）



・実施する内容：
「手引き」目次案を基に、各章節について原稿執筆者の選定、執筆依頼、執筆者から提出された
原稿の校閲を経て完成した原稿を、逐次、専用ウェブサイトで公開します。2025 年12 月を目標
として「手引き」初版を完成した後、それまでウェブサイトに公開したPDF 原稿の全てをまとめ
て電子出版します。また、「手引き」の概要を紹介するパンフレットを作成し、専用ウェブサイト
で公開します。

4. プロジェクト終了後の計画
新たなプロジェクトを立ち上げ、本プロジェクトで作成した電子版パンフレットを印
刷・製本した小冊子を制作し、全国各地で開催する講習会で配布します。また、書籍と
して「手引き」を出版し、一般書店および講習会で販売します。

5. リターン
１）1,000 円コース 在庫数：制限なし
活動経過報告特別版をお送りします。

７）100,000 円コース 在庫数：５
活動経過報告特別版をお送りします。
お礼のメールをお送りします。お名前をウェブサイトに掲載します（任意）。
簡易製本したパンフレットを10 冊、郵送します。「手引き」完成祝賀会にご招待します（任意）。



「ぼうさいこくたい」とは？

平成27（2015）年3月、「第3回国連防災世界会議」で「仙台防災枠
組 2015－2030」が採択された。そこでは、自助・共助の重要性が

国際的な共通認識とされ、各界各層の有識者から成る防災推進
国民会議が発足した。この発足を機に、内閣府、防災推進協議会
とともに、国民の更なる防災意識向上を図るべく、平成28（2016）
年に第1回防災推進国民大会として東京で開催されたのが始まり。
2017年以降、仙台、東京、名古屋、広島、釜石、神戸、横浜、熊本
の順に開催され、2025年は新潟で開催される。
主催は、内閣府・防災推進協議会・防災推進国民会議。

主催：防災推進国民大会2024 実行委員会
（内閣府・防災推進協議会・防災推進国民会議）
協力：熊本県・熊本市



出展団体数及びブース展示
現地出展 オンライン 合計

セッション 44 8 52

ワークショップ 30 0 30

ブース展示 100 14 114

ポスター展示 104 0 104

屋外展示（テント展示） 46 0 46

屋外展示（車両展示） 31 0 31

ステージ発表 28 0 28

出展団体オリジナル企画 3 0 3

合計 386 22 408

今回の当分科会の出展形式

A0ポスターが2枚貼られる
スペース。説明員2名

実際の出展風景



ポスター
の制作

A0 2枚



つかみ本の制作

「手引き」の完成イメージが実際
に体感出来る見本。
中身は、手引きの目次。
（過去項にキーワードあり）

B5版 64ページ
表紙・裏表紙はカラー
本文はモノクロ
20部製作

見本なので配布しない予定であった
が、強い関心を示した来訪者
約15名に配布した。

表紙 裏表紙



つかみ本の内容 1

つかみ本の内容 2



・分科会の活動を広く認知してもらうためには、分かり易い「シンボ
ル」があった方が良い。
・分科会の考え方を表す右概念図が契機となった。
・会員の一人でイラストレータが本職のMさんが検討を開始。
・Mさんが、3歳児でも瞬時に記憶出来て、色弱者でも視認できるロゴ案

を作成。
・商標の簡易検索では、同様の商標はない。
・今後ロゴ（図形）の商標登録を実施する。
・シール、バッジ等を製作し、会員が賛同者募集に使用したり、

ぼうさいこくたい等のイベントで、来訪者に配布する。
・熊本では、多数の来訪者に配布した。

200枚
80枚 ノートPCに貼り付け！

ロゴ及びロゴステッカーの制作



ぼうさいこくたい出展のまとめ

・2日間で来訪者80名強と対話して、当分科会の目的と、「手引き」のイメージを理解して頂いた。
・目次を主体とした「つかみ本」は、「手引き」の完成イメージを理解してもらう上で有効だった。
・ロゴシールも多数の来訪者に持ち帰ってもらう事が出来た。
・昨年はセッション参加であり、講師4名を含めた発表者側からの一方的な講演であったが、今年

はブース展示であり、来訪者への説明や来訪者との意見交換が予想以上に出来て、充実していた。



ご清聴ありがとうございました。


